
　
　
　

◆
夏
か
ら
秋
へ

　

毎
年
７
月
か
ら
８
月
に
開
催
し
て
い
る
『
八
海
山

夢
展
』
で
は
、
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
水
石
・
工
芸

の
５
部
門
94
人
が
出
展
。
今
年
は
解
説
会
や
体
験
教

室
、
撮
影
会
な
ど
が
特
に
盛
況
で
、
陶
芸
教
室
で
は

皿
や
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
小
品
を
自
由
に
制
作

し
、
書
道
で
は
色
付
け
し
た
う
ち
わ
に
筆
で
字
を
書

い
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
、
飛
び
入
り
参
加
者
も
あ
り
、
予
備
の
う
ち

わ
も
な
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
今
年
も
実
行
委
員
会

や
出
展
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
色
々
工
夫
し
な
が
ら
実

施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
９
月
29
日
か
ら
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ

ビ
小
説
ば
け
ば
け
」
が
始
ま
り
ま
す
。
小
泉
セ
ツ
と

八
雲
夫
妻
が
モ
デ
ル
と
い
う
こ
と
で
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
当
館
で
は
小
泉
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

手
紙
や
公
文
書
、
愛
用
の
品
な
ど
ゆ
か
り
の
資
料
を

収
蔵
し
て
お
り
、
小
泉
八
雲
文
学
資
料
室
で
常
設
展

示
し
て
い
ま
す
。
11
月
か
ら
は
企
画
展
も
開
催
し
ま

す
。
ド
ラ
マ
で
は
明
治
の
松
江
を
舞
台
に
民
話
や
昔

ば
な
し
が
大
好
き
な
主
人
公
ト
キ
が
、
英
語
教
師
と

し
て
松
江
に
来
た
外
国
人
の
ヘ
ブ
ン
と
出
会
い
…
…

登
場
人
物
も
多
彩
で
、
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
る

の
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。　
　
　

（
広
田
か
お
り
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

◆
思
い
出

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
イ
ケ
ビ
に
勤
め
始
め
、
早

い
も
の
で
10
年
が
経
ち
ま
す
。
美
術
館
に
携
わ
っ
て

く
だ
さ
る
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
こ
こ
ま
で

勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

ス
」
を
重
視
し
、
体
感
・
体
験
し
て
ほ
し
い
「
ね
ら

い
」
を
も
と
に
企
画
を
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
こ
ど
も
園
で
は
【
平
面
と
立
体
の
見
え

方
の
変
化
】
を
テ
ー
マ
に
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
透
明
な
シ
ー
ト
に
、
ス
ポ
ン
ジ
、
木
の

枝
、
緩
衝
材
な
ど
様
々
な
道
具
を
使
い
絵
の
具
で
色

付
け
し
、
そ
れ
を
立
体
展
開
図
の
形
に
切
り
抜
き
、

組
み
立
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。
立
体
に
な
っ
た
こ
と

で
奥
行
き
が
生
ま
れ
、
覗
き
込
ん
だ
り
、
光
に
か
ざ

し
て
み
た
り
、
積
み
上
げ
て
み
た
り
、
変
身
し
た
姿

を
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

出
前
授
業
で
制
作
し
た
作
品
は
、
９
月
開
催
の
企

画
展
『
八
色
の
森
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
２
５
』
で
展

示
し
ま
す
。
プ
ロ
の
作
家
と
子
ど
も
た
ち
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
満
点
の
作
品
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
室
茉
由
）

　
　
　

◆
八
色
の
森 

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ 

２
０
２
５

　

今
年
の
５
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ス
タ
ッ

フ
が
美
術
館
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
す
で

に
、
こ
ど
も
園
や
学
童
ク
ラ
ブ
、
小
学
校
、
中
学
校

美
術
部
な
ど
で
何
回
も
出
前
授
業
を
実
施
し
て
き
ま

げ
ま
す
。
10
年
経
つ
と
、
小
学
生
だ
っ
た
娘
も
来
年

の
春
に
は
社
会
人
に
な
り
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
で

す
。
こ
の
10
年
間
で
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

企
画
展
の
関
連
で
作
家
さ
ん
と
市
内
の
小
学
校
に
出

前
授
業
に
で
か
け
た
り
、
東
京
か
ら
八
色
の
森
公
園

に
遊
び
に
来
た
子
ど
も
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
た
り
、
学
芸
員
と
二
泊
三
日
の
出
張
に
行
っ
た

り
と
。
日
々
、
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
の
時
は
大
変
で
し
た
。
一
ヶ

月
以
上
の
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
企
画
展
は
も
ち

ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
は
一
切
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
世
界
中
が
こ
の
ま
ま
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
不
安
な
日
々
が
続
き
、
見
え
な

い
敵
と
闘
い
ま
し
た
。
感
染
対
策
を
し
つ
つ
、
徐
々

に
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
な
ど
の
開
催
を
始
め
、
様
々
な

展
覧
会
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
作
家
さ
ん
や
関
係
者
の
方

に
お
会
い
し
、
素
敵
な
作
品
を
た
く
さ
ん
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
回
、
刺
激
や
感
動
、
発
見

を
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
通
し
た
作
家
さ
ん
や
作
品

と
の
出
会
い
は
、
私
の
心
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）

　
　
　

◆
「
つ
く
る
」
を
楽
し
む
出
前
授
業

　

池
田
記
念
美
術
館
で
は
地
元
の
教
育
機
関
と
連
携

し
出
前
授
業
（
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
美
術
部
で
は
、
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
作
家
２
名
に
講
師
を
務
め
て
い
た

だ
き
、
こ
ど
も
園
・
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
美
術
館
ス
タ

ッ
フ
が
企
画
を
考
え
て
行
い
ま
し
た
。「
上
手
な
作

品
を
作
る
」
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
「
制
作
プ
ロ
セ

し
た
。
そ
の
成
果
は
『
八
色
の
森
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
２
５
』
で
、
子
ど
も
た
ち
の
「
造
形
遊
び
展
」

と
し
て
披
露
し
ま
す
。
中
高
校
生
が
、
展
示
室
の
一

室
を
使
っ
て
、
作
品
を
ど
う
見
せ
た
い
か
考
え
な
が

ら
、
作
家
と
子
ど
も
た
ち
の
作
品
に
つ
い
て
の
展
示

案
を
提
示
し
ま
す
。
昨
年
、
高
校
生
が
主
役
と
な
っ

た
探
究
美
術
展
『
ア
ー
ト
試
食
会
』
で
は
、
作
品
の

配
置
法
で
美
術
関
係
者
を
ア
ッ
と
驚
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
再
現
が
な
る
か
ど
う
か
、
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
期
中
に
中
高
校
生
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

作
品
の
配
置
を
入
れ
替
え
た
り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変

更
す
る
「
再
展
示
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
一
度
つ
く
っ
た
展
示
を
解
体
し
て
新

た
な
展
示
を
試
み
る
…
…
今
回
、
中
学
校
美
術
部
で

実
践
し
た
出
前
授
業
で
の
作
品
づ
く
り
は
、
制
作
→

解
体
→
制
作
の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、
そ
れ
を
展
示

の
場
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
の
考
え
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
内
容
は
当
館
の

情
報
発
信
ツ
ー
ル
「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」

に
随
時
投
稿
す
る
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
覧
く
だ
さ
い
。　
（
高
橋
良
一
）

夏
号
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常
設
展
示
　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
展
示
室
・
小
泉
八
雲
文
学
資
料
室

こども園の園児がつくった立体は夏祭りの神輿に大変身

コラージュの作品づくりに奮闘する中学校美術部の生徒たち



《池田記念美術館━展覧会・イベント情報》

〒９４９－７３０２　新潟県南魚沼市浦佐５４９３－３　八色の森公園内

ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００（入館受付は１６：３０まで）　

【休館日】毎週水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始、展示替えによる臨時休館　

【入館料】一般　５００円　　高校生以下無料 　（団体割引、各種割引あります）

【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

■第 1 回 八色の森ビエンナーレ 2025 ＋ 共同展示 造形遊び展（園児・小中学生）
◎会期：9 月 13 日（土）〜 11 月 3 日（月・祝）　　テーマは「美術館がはらっぱにー拡張する感性」
国内外で活躍する現代美術の作家 25 人の作品と、園児・小中学校の児童生徒が出前授業で制作した共同作品・個人作品を
共同展示する美術展です。2017 年から昨年まで 8 年連続で開催した「八色の森の美術展」を発展継承して、今年から 2 年
に一度のビエンナーレとして継続開催し、芸術の力で地域づくりに貢献します。今回の開催にあたって、会期前から作家を
招いて何回も出前授業を実施しました。プロの作品と子どもたちの作品を美術館に対等に展示し、相互に批評することによ
って、子どもたちの造形遊びへの興味・関心・探究心を高めたいと考えます。また、会期中には講演会や鑑賞型哲学対話、
中高校生が解説する作品鑑賞会を企画するなど、地域と連携した注目の美術展です。併せて、高校生の探究活動とも連動し
て「教育の場としての美術館」の構築を目指します。

■作品解説会　解説：出品作家
　9 月 13 日（土）14：00 ～ 15：30
■オープニングパーティー　出品作家に何でも聞いてみよう！　ドリンクなど用意します。
　9 月 13 日（土）17：00 ～ 18：30　参加費：500 円（高校生以下無料）
■講演と対話の会　講師：ヴィヴィアン佐藤（アーティスト、ドラァグクイーン、映画評論家）
　9 月 14 日（日）14：00 ～ 15：30　演題「芸術は地方を救えるか？」
■ワークショップ「鑑賞型哲学対話」
　展示作品を鑑賞しながら哲学対話を実践します。
　9 月 28 日（日）一般対象　※要予約
　10 月 6 日（月）園児・小中高校生対象　
　※時間など詳細は美術館までお問合せください。
■中高校生が解説する作品鑑賞会　出前授業参加の中学生や探究活動を実践する高校生が作品解説！
　11 月 2 日（日）12：30 ～ 14：00　
■ワークショップ「鑑賞型哲学対話」　ファシリテーター：河野哲也（立教大学教授）ほか
　出品作家も多数参加して哲学対話に挑みます。中高校生〜一般の方大募集！　※要予約
　11 月 2 日（日）14：30 ～ 16：30
■出品作家による車座シンポジウム　ファシリテーター：佐々 瞬（アーティスト）
 　どんなシンポジウムになるか当日のお楽しみ。
　11 月 3 日（月・祝）13：00 ～ 15：00

《次回の展覧会》

■ NHK 朝ドラ「ばけばけ」関連企画　小泉セツ資料展
◎会期：11 月 8 日（土）〜 12 月 6 日（土）
当館が所蔵する小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）関係の資料の中から妻・セツに関する関連資料を公開します。家族間で
交わされた手紙や手書きのスケッチ、友人からの手紙など、貴重な資料を展示します。

■記念講演会　講師：小泉 凡（松江・小泉八雲記念館館長、八雲の曾孫）
　11 月 8 日（土）に開催決定！　時間など詳細はお問合せください。

公園の中の美術館

池田記念美術館
アクセス
上越新幹線JR浦佐駅東口より約１㎞、徒歩15分
関越自動車道大和スマートI.Cより車３分
六日町I.Cより車15分、魚沼I.Cより車10分


